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がんの先端医療技術開発への  

新たな取り組み  

宮城県立がんセンター総長  菅 村 和 夫  

本年4月から当がんセンターの総長を務めています。3月  

までは東北大学の教授として、また、医学系研究科長・医学  

部長として、研究・教育と大学運営に携わってきました。こ  

の経験を生かして当がんセンターのさらなる発展に貢献でき  

ればと願っています。   
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J  
がんは本県においても死因の第一位となっており年々増加の一途をたどっています。当がん  

センターは、がん専門病院として患者様に最良の医療を提供することをモットーに診療活動を  

行っています。また、東北大学病院と共に宮城県の「都道府県がん診療連携拠点病院」の指定  

を受け、県内各地域の医師会や医療機関と連携しながら、日々進展するがん医療の普及に向け  

た取り組み、緩和ケアの研修、市民へのがん情報の発信など、拠点病院‘‥錮の靖動も展開し  

ています。他方、当がんセンターに付置する研究所では、個々感 一「テーラ  

ーメイド医療」に向けた先端医療技術の開発研究にも取り紆  

私の専門は免疫学ですが、がん研究にも携わってきまし望  

高い自己複製能、増殖分化能、および抗がん剤而  

存在することが知られるようになりました  

に治療標的にすることが重要であると考ヌ  

ん幹細胞の同定に極めて有用な超免疫不i  

てきました。当がんセンター研究所におい－‘  

げて、がん幹細胞を標的とした新たな診断法と貯ヨ   

＿一 三掛け  

を立ち上  

二取り組  

当がんセンターでは、これからも県  

供とがん撲滅に向けた先進医療技術開  

支援とご協力をお願い申し上げます。   

ますこ皆様方すこ   
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消化器科  

虻 江   一   

胆膵疾患を中心に上部、下・  

那消化管あよび肝鹿と幅広＜   

膳尿病・内分泌代謝科  

菅 原   明   

4月からあ世話Eなってあ  

ります糖尿病・内分泌代謝科  

の菅原でございます。当院で  

は、ガん患者さんの糖尿病や  

させていた軌、てありま  

J   
特E願書癌、胆管癌や膵臓癌等の難治性疾桁に  

ぉいて、患者さんの不安や凝同を解消しつつ、  

レベルの高い診療ガ堰償できるよう頑張ってい  

き蓋いと思ってあります。  

内分泌疾患・水電解賞異常を中心に診療させて  

】乱＼てあります。何卒宜し＜諷＼申し上げます。  

■呼吸器外科  

阿 部 二 郎   

4月から呼吸器外科に赴任  

しました。平成6年卒業です。  

肺癌をはじめ呼吸器疾患に興  

味を持って多少の年月を重罰  
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て現在仁至ってあります。これまでに培ってき  

た経験をもとに、ガんセッターでさ5に研繍を  

fねて、よりよいガん診凛を行いたいと考えて  

います。ようし＜あ頗いします。  
■r▲‾l   
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ます菊川剰余です。乗  

また、大学では膵グループに所員し、その間係で  
ポユトツで3年ほど膵島移植あよび膵幹細胞の  
研究をしました。ガんの専門病院はこちらガ初  
めてなので、いういる勉強させていただきたい  
と思います。手術の腕をみガき、知識をつけて、  
あ役にたてればと願ってあります。  
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今 井 隆 之  
整形外科  

北 原   祐   

はじめまして。北康祐と申  

します。整形外科の鷹■の分  

野は専門性ガ高＜、今までは  

治凛に携わることガなかった  
■  

はじめまして。耳■咽喉科  

の今井と申します。積♯部癌  

治凛皿トップランナーである  

宮城県立ガんセンター耳■咽  

のですが今回モの機会ガ得られました。まだま  

だ知識曝足りませんガ、その分患者さんとの闘  

わりを大事にして頑張っていきたいと考えてい  

ます。ようし＜あ願い致します。  

喉科で今風勤務する機会を頂き、大変うれし＜  

患います。｛一杯ガんばりますので今後ともよ  

うし＜あ願い致します。  

●泌尿器科  

＃ 田   祐   

仙台出身、岩手医科大学卒。   

岩手県立♯井病院で研修の  

後、東北大泌尿器科を経て、  

■頚頚科（耳■いんこう科）  

片 桐 克 則   

靖頸科の片桐克則です。平  
成13年東北大学卒業、岩手県  
立宮古病院で研修の後、東北  
大学耳暮咽喉・頑頸部外科に  
入局、その後石巻赤十字樹乳  
磐城共立病院、岩手医科大学  

7月からこちらであ世話仁な  
仙台赤十字病院、  

ることとなりました。泌尿器科医として、また  

監禁芸去≡芸≡ぎ霊芝雪雲芸志望妄竺≡竺芸冨  

など転々とし、今年7月から宮城県立ガんセン  
ターであ世話になってあります。頚頚部ガんに  
つき勉強させていただき、みなさまのあ役にた  
てるよう努力してまいります。ようし＜あ願い  
します。  ＼と患います。   

∴
J
∴
一
二
∴
▲
二
ご
∴
 
 

改射線治凛科  

戸 嶋 雅 道（レジデット）   

4月より宮城県立ガんセッ  

ターの放射線治療科で放射線  

治♯の研修をしてあります。  

秋田県能代市の出身です。よ  

許穎科（E嘉し1んこう科）  

角 8 梨妙子（レジデット）   

私は、2年†喝の臨床研修を  

行い、耳井科としてはまだ3  

年目です。   

清頚部ガんについて、－か  

うし＜あ願い申し上げます。  5学ばせていただ＜つもりで参りました。熱意  

ある先生方のもとで勉強させていただけること  

を大変うれし＜患います。どうぞようし＜あ願  

いいたします。  
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■消化器科  

こんひうあき     金  潤 哲   
秋田而出身、秋田犬蜘卒業。  

初期研修駄自治医科大学で内科  
全般を研憾し、後期研欄闇仙台オ  
ーフツ梼院消化局内科で研修しま  
し恵。国立ガんセンター東病院内  
視磯部・消化管内科でガん書門修  
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外  科  

呼吸器外科  

乳 腺 科  

整形外科  

L
こ
 
▼
－
 
 

▼
 
●
－
・
十
－
†
▲
 
 

J⊥1   

▲＿▲＿ ■■■■■■■■ H  

．⊥⊥一  

二±二二 練医牢修了。さう寧、その後も申翠議中心巳鱒～中ソ  
タ一乗病院非常勤医師として研修しました。「自分の  
我が受けてもあかし＜ない医凛を全ての患者巳提供  
したい」をスローガンE長い研修生着でし惣ガ、今度  
は真北でガん泊震の標準治療遷実践し患いと考えて  
います．ようし＜あ闊い申し上げます‘。  
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仇婁主点  生】l圭 平成2ほ7月現在  
二二  二  

（宮城県立がんセンタ「）  

●   J  ●  

循環器科   ●  ●  ●  
科   ●  ●  

呼 吸 器 科  ●   ●   ●  ●  ●   
外  ●  ●  ●  
科   ●   ●   ●  ●   

整 形 外 科  ●  ●  ●   
脳 神 経 外 科  ●  ●  ●   

●   

TEL（昭）謝一即51（代  
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現在の医療システムは安全のための管理が全く不十分でわv。てVノ′」－ノ、   
●第182回   

●漬煙：「医療におけるヒューマンエラーとその対策」   

●演者：河野龍太郎先生  
自治医科大半医学礫  
医＃安全学教授   

●日時：平成21年8月4日（火）17：30～19：00   
●場所：宮城県立がんセンター 大会議皇   

●第柑4回   

●演題：竹富ん幹細胞の可視化と血管ニッチ」   

●演者：高倉伸幸先生  
大阪大学微生物ホ研栗所  
情報伝達分野救援   

●日時：平成21年9月16日（水）17：30～19：∞   
●場所：宮城県立がんセンター 大会議圭  

（1）エラーを誘発ナる要田の数や榔が極めて多く、   
（2）エラー発生後の発見や対応などの多土防継が極めて弱い．   

ヒューマンエラー臥人間の生まれながらに持つ繚特性と人間を取り巻く広♯の環  
駕により決定された行動のうち、ある期待された範囲から逸脱したものである。エラ  
ーが発生しやすいところに臥まずエラー誘発要因がある。エラー対策は第一に理に  
かなっていることが▲稟であり、一気をつけろ」rちやんと注意せ上」などの人Ⅶの意義  
に依存した対策には限界があることを理解しなければならない。  

11ステップのエラー対策を具体的な事例とともに紹介する。－一つでもいいので実行  
rることが重要である。  

がん組織のがん輝属は生化学的に単一であるという従実の考え方にかわり、がん組  
畿のがん幹細胞が自己複製を営み、がん細胞を産生して、がん組織を構築するという  
艶象が台オしてきている。この概念臥がんの再発や、薬剤耐性の根拠を悦明ナるうえ  
℡有用であり、がん幹細胞の発生様式や局在および細胞分裂を解析する基礎医学の必  
露性が提起されてきている。正常組織におけa幹細胞のニッチは、幹細胞の静止期状  
酸を農婦して細胞死を抑制させる領域と、幹細胞分裂を盛んにして自己と前駆細胞を  
塵生させる血管慎域に大別できる。我々は、特に血管領域にがん細胞が存在すれば、  
これらが転移に大きく関与すると予想をたて、がん幹細胞に発現する分子の単♯から、  
ニれら分子をツールにがん幹細胞の可視化を試みてきた。   
本セミナーで臥がん幹細胞の局在について紹介するとともに、血管ニッチを形成  

トる腫瘍周辺憤域の血管の成熟化がいかにがん治療のターゲットとなるのかについ  
⊂肘輸したい。  
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一報験支援センターのご薫陶一  

間儲）午前9時かる年後5時  
ご  

（022）384－3151（代表）  
（022）381－1155（直通）相躾専用  
′∧22）3811169  ′’‾ ▲ 】  

宮城県立がんセンター  
Tg81－1293 宮城県名取而愛卑鱒学事野田山47の1  
t艶（代表）（022）謝3151隕Xく総務班）亀22）381－1168  肛  

ロコマークの3本の柱は「治療、予防、研究」を、  
上の「まる」は患者さんを表わしています。3本の柱か、  
塵塞・士エ メ己士・ヲニ乙一－1＼具さ忙ヒマ≠す                                              I   


